
【取組内容】 クラウド管理・共同編集：クラウド管理で変わる校務のカタチ

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ④：校務DX（標準仕様とクラウドを活用した教員の働き方改革につなげる取組）

クラウド管理・共同編集

多くの資料を「ゼロ」から作り出すことが多かった今年度は、
クラウド上にある資料を同僚や管理職と共同編集しながら
取り組むことが増えた。
《主な共同編集資料》
◆ 職員会議デジタルレジュメ（提案内容の修正・追記）
◆ ミーティングの会議録
◆ 行事の実施要項
◆ 学校公文
◆ 長期休暇中の職員動態表

Before After

校務用PCや学校
サーバーに保存さ
れたデータは、複数
人で同時に開いた
り編集したりするこ
とができなかった。
そのため、紙に出力
し、手作業でチェッ
クと修正を行う必要
があり、完成までに
時間がかかった。

クラウド管理されたファイルは、
複数人が同時にアクセスして、
編集ができるため、作業時間
が大幅に削減された。また、会
議・ミーティングのレジュメや
提案資料などをクラウド上で
共有することで、紙媒体での
準備が不要になった。これに
より、資料の出力、チェック、修
正、印刷、製本といった一連の
作業が不要になり、業務の効
率化が進んだ。

↓職員会議デジタルレジュメ・資料箱 ↑各種校内委員会（ミーティング）会議録
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